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営業外費用（為替差損）の減少 及び 

業績予想ならびに配当予想の修正に関するお知らせ 

 
下記のとおり営業外費用（為替差損）が減少することになりましたのでお知らせいたし

ます。 

また、それらの影響を加味した最近の業績の動向等を踏まえ、平成 28 年 10 月 31 日に

公表しました平成 29 年３月期通期（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日）連結業績

予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１.営業外費用（為替差損）の減少について 

   平成29年３月期第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年12月31日）

において、為替差損105百万円を計上いたしましたが、その後の為替相場の変動により、

平成29年３月期の為替差損は４百万円に減少いたしました。 

 

 

２.業績予想の修正について 

平成29年３月期通期連結業績予想値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1株当り 

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 11,000  50 △ 60 0 0.00

今回修正予想（Ｂ） 10,959 △104 △127  △ 16 △ 3.16

増減額（Ｂ－Ａ）  △ 40 △154 △ 67 △ 16 

増減率（％） △ 0.4 ― ― ― 

（ご参考）前期実績

（平成28年３月期）
11,321 △ 171 △ 225 △ 230 △ 42.15

 

修正の理由 

売上面につきましては、包装資材事業においては、海外子会社の売上が増加したも

のの、精密塗工事業において情報端末向け部材の需要に回復がみられなかったことな

どにより平成28年10月31日に公表した予想値（以下、「前回予想」）を若干下回る見

込みであります。 

利益面につきましては、営業利益は、全体的に前年比で改善傾向にあるものの、包

装資材事業において、商品構成の変化に伴い利益率が低下したことや一部の生産設備



 
故障の影響を受け、生産量を確保するために外注対応したことなどで製造コストが増

加し採算性が悪化したことにより想定した利益を確保できなかったことと、精密塗工

事業において、売上高が減少したことにより前回予想を下回る見込みであります。経

常利益と親会社株主に帰属する当期純利益は、上記１に記載のとおり為替差損が大幅

に減少したものの営業利益が減少したことでそれぞれ前回予想を下回る見込みとなり

ましたので修正いたします。 

 

 

３.配当予想の修正について 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 

前回予想 

（平成28年５月13日発表）

円 銭

―

円 銭

 ―

円 銭

―

円 銭 

10.00 

円 銭

15.00

今回修正予想 ― ― ― 7.50 12.50

当期実績 ― 5.00 ―  

前期実績 

（平成28年３月期） 
― 5.00 ― 7.50 12.50

 

修正の理由 

  当社は、株主の皆様への利益配分につきましては、経営の重要課題の一つと認識し

ており、業績、将来の事業展開及び財務の健全性等を勘案しつつ、安定的な利益還元

を基本方針としております。 

しかしながら、上記「業績予想の修正について」に記載いたしましたとおり通期の

業績が、前回発表の予想数値より減益となったことに伴い、誠に遺憾ではございます

が、期末配当金は１株当たり７円50銭にさせていただきます。 

 

以  上 


